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心の旅を見つめて
堀 肇

　そんなことをつらつら考えなが

ら、時折枕元の「非常用グッズ」を

整理します。

　北海道は大きい地震も多いし、それ

が秋冬にかかれば命にも関わります。

　基本のペットボトル入り水に小

さくなった小太郎の衣類やおむつ

を入れ替え、季節に合わせて小太郎

が凍えないように防寒用品を入れ

たり。体格の変わらない親たちのも

のはさておき、年々衰える親の体力

を考えて荷物を最小限にしようと

あれこれ入れては出しての試行錯

誤を繰り返しますが、どうしてもこ

こで何度も手が止まります。

「欲張れば際限ないけど……結局一番

大切なものって何だろうねえ」。

　この問いに多分皆さんは「命で

は？」と答えられるかと思います。

　命―それは己のものかと思いきや、

どこでいつ生まれるか本人すらも知

り得ず、いつ天に戻るかも知れない不

思議なものです。母親になって思うこ

とは確かにそれは「与えられるもの」

だというくらいでしょうか。

　いざ子育てを始めると「あれまー

よくもこんなに」と思うくらい子ど

ものものに囲まれてしまいます。

　衣服はまるで脱皮して成長する幼

虫のように次々と入れ替わり、おも

ちゃも居間と押入れで新旧入り乱れ

ての大団円。靴や帽子もまだまだキ

レイなうちに次々と小さくなります。

いくら毛玉がつこうとも、穴が開く

まで靴下を愛用する親としては「もっ

たいないお化けが出るかも」と思う

ばかりなのですが←この表現、年がば

れますね。

ヨブ記 1章 21 節

「ブログ」とは……ウェブロ

グの略でインターネット上に

日記などを書き込んで公開し、

それへのコメントの書き込み

などを通して交流が行われて

いるインターネット上のコ

ミュニティーサイト（交流の

場）です。ここでは誌上にブ

ログのようなコーナーを作っ

てみました

わたしは裸で母の胎を出た。

たろこままの

　中学時代の英語の授業で、「私は

生まれた」は「I was born」と受動

態であることを習いました。まさ

にその通りだと 20年近く経ってし

みじみ思います。

　物もお金も持たずに生まれ、ただ

その存在だけで祝福される命。地位も

名誉も財産も究極のところあの世に

持っていけないのです。

　囲まれた様々なものは全部自分た

ちの手でもぎ取ったものと思いつつ、

実は自分の命すら「与えれれるもの」

なのだなあと感じるのでした。

David and Saul

 by He Qi, www.heqiarts.com

次の日、神からの悪霊が激しくサ

ウルに降り、家の中で彼をものに取

りつかれた状態に陥れた。ダビデは

傍らでいつものように竪琴を奏で

ていた。サウルは、槍を手にしてい

たが、ダビデを壁に突き刺そうとし

て、その槍を振りかざした。ダビデ

は二度とも、身をかわした。

サムエル記上　18章 10～ 11節

ダビデに対する
サウルの敵意 聖

書
物
語
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教会はあなたのおいでをお待ちしております

　ある本屋さんでのできごとです。

　本を探すのに熱中していたのか、５～６歳の小

さな男の子が、トン、と私にぶつかってきました。

「あ……ごめんなさい」「いいよ、大丈夫」そうい

うと、ほっとしたような笑顔を見せてくれました。

彼がきちんと「ごめんなさい」を言えたことにも

感心したし、自分がちゃんと「いいよ」と言って

あげられたことも嬉しいな、と思いました。

　「ごめんね」「いいよ」……この関係を作ることの

大切さをわたしに教えてくれたのは、友人のＨさ

んと、その子どものＴくんでした。Ｔくんは、たと

えどんなにわがままを言って、手を付けられない

くらい暴れても、必ず最後にはおずおずと「ママ、

ごめんね」という一言を口にします。Ｈさんも、そ

の一言さえ聞けば、たとえどんなに腹を立ててい

ても、怒りをおさめて「うん、いいよ」と抱きしめ

るのです。心から謝れば、必ず「いいよ」と言って

もらえる。だから安心して「ごめんね」が言える。Ｈ

さんとＴくんのそのような関係が、私にはとても

素敵でかけがえのないものに感じられるのです。

　「ごめんなさい」という一言を口にすること、

自分の間違いを認めることは、一見簡単なようで

すが、とても勇気がいることです。国と国、組織

と組織、個人と個人……わたしたちの生きている

世の中では、どうも「間違いを認めた方が負けだ」

というような考え方が、まかりとおってしまって

いるような気がします。しかし、そのようにして

お互いに、「自分は間違っていない、だから謝る

必要はない」という考え方を続けていくとき、や

はりそこには、争いしか生まれてこないのではな

いでしょうか。間違いを間違いとみとめて「ごめ

んなさい」と謝ること……そして相手の「ごめん

なさい」に「いいよ」と返していくこと。こんな

ところから、本当の平和が生まれてくるのではな

いでしょうか。

　「ごめんね」「いいよ」という 2つの言葉を、大

切に用いていくことができれば、と思います。わ

たしたちはいつも、「何か」にゆるされて、生きて

いる。自分が生きるために犠牲にしてきた、たく

さんのいのち、知らず知らずのうちに傷つけてい

た周りの人たち、そんなたくさんの「いのち」に

赦されて、わたしは今ここで生きている。心が硬

くなり、「ごめんね」が言えなくなっていると感

じたとき、一歩立ち止まって、周りにあふれてい

る「いいよ」という声に耳を傾けられたら、と思

います。「いいよ」「生きていていいよ」とわたし

に語りかけてくれる声に、心を開いていきたい。

そして、わたしに向けられる「ごめんね」という

言葉にも、「いいよ」と笑顔を返していきたい、そ

う思うのです。

Ａｋｉ

「だから、言っておく。この人が多くの罪を赦されたことは、わたしに示

した愛の大きさで分かる。赦されることの少ない者は、愛することも少な

い。」そして、イエスは女に、「あなたの罪は赦された」と言われた。

ルカによる福音書 7章 47 ～ 48 節（日本聖書協会・新共同訳 )  

 Lutheran Church

「ごめんね」
「いいよ」

　　


